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海洋ゴミからウミガメを守る! 

ウミガメ生息環境保全活動 i n ロ永良部島 

屋久島国立公園パ-クボランティアの会                 鹿児島県 

 

■活動の目的 

北半球ーのアカウミガメ産卵地である屋久島の永田いなか浜では、当団体や 0 法人、

地元集落民など定期的に海岸漂着ゴミの清掃活動を行っているが、その対岸約 1 2km

先に位置するロ永良部島(くちのえらぶじま)では人口が 100 人に満たず海岸清掃には

手が回らない状況である。 

また、両島とも産業廃棄物処理場が無いので処分費のみならず搬出費(ロ永良部島か

ら屋久島へ、屋久島から鹿児島へ)も必要となるため多額の費用を要し、島民主体によ

る実施は非常に困難である。 

そこで、近年問題になっているウミガメの海洋プラスチックによる誤飲や事故を防

ぐ事を主目的として、屋久島からロ永良部島へ船で渡り継続的に海岸清掃を行う。 

また、ロ永良部島の海はウミガメのみならず、豊かな生態系を有している。近年

でも新種のエラブスミヤキが発見されるなど、魚類の研究においても重要な島であ

る。海の生態系は、漁業、ダイビングをはじめとした観光業などの島民の生活も支

えている。海岸の清掃活動を継続することでウミガメのみならず、 こうした海の生

態系を保全し、島民の生活を守ることにもつなげていきたい。 

 

 永田いなか浜清掃作業のようす 黒潮海流との位置関係 

 






























